
　「東北の玄関口」といわれる仙台駅で2019年3月からコー
ジェネ設備（900kW×2基）が稼働を開始した。仙台駅および隣
接している商業施設エスパル仙台、ホテルメトロポリタン仙台
の2施設に冷温熱を供給している。2000年に導入した既存設
備の老朽化に伴う設備更新であるが、約20年間の灯油による
コージェネ設備からの燃料種別大転換の決断でもあった。
　さらにJR東日本では2020年度鉄道事業エネルギー使用量
を2013年度比10％削減という目標を掲げている。その達成に
向けて排熱回収システムの設置や従来廃棄していたインター
クーラー排熱も活用するなどの新規アイデアを採用。低炭素化
とランニングコスト低減のためには、都市ガスによるコージェネ
設備が必須であるとの結論に至ったものである。これらの工夫
によりコージェネシステム全体の総合効率75％を達成した面的
な地産地消の取組みについて紹介したい。

コージェネ導入のポイント
仙台駅を中核とした面的な地産地消
灯油から都市ガスへの燃料転換
ジャケット温水とインタークーラー排熱の活用
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都市ガスへの転換と排熱利用の新アイデアにより
高効率な地産地消システムが誕生

JR東日本 仙台駅

■ 施設概要
名 称 JR東日本 仙台駅

事 業 所 名 東日本旅客鉄道株式会社
仙台支社 仙台駅

所 在 地 宮城県仙台市青葉区中央一丁目1番1号

敷 地 面 積 68,142㎡（熱供給エリア全体）
※東京ドーム1.8個分に相当

熱源更新年月 2019年3月（熱源・コージェネ設備更新）

施 設 概 要
仙台駅
エスパル仙台（駅ビル：94,614㎡）
ホテルメトロポリタン仙台（宿泊施設：36,591㎡）

E a s t  J a p a n  R a i l w a y  C o m p a n y
S e n d a i  S t a t i o n

Case1

 ガスエンジンコージェネ(900kW)

排熱投入型ボイラ(500RT×1台)

取材・文：小田島範幸

SDGs コージェネ
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー JFEエンジニアリング製
モ デ ル 名 VHP1000
燃 料 種 別 都市ガス (13A)
定 格 出 力 / 台 900kW/台
台 数 2台
温 水 取出温 度 80℃（高温水）/50℃(低温水)

効 率 総合：75％／発電：41％
排熱回収率：85.5％

排 熱 回 収 熱 量 6,300MJ/h

そ の 他 BCP対応機種
燃料消費量：約200N㎥/h
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■ エネルギーフロー図

JR施設
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（冷房）

温熱
（給湯・暖房）

発電

❶燃料ガス回収（16,399GJ/年）

❷ジャケット温水回収（15,816GJ/年）
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熱交換器

熱交換器

❸インタークーラー回収4,731GJ/年）

ボイラ発生蒸気（30,117GJ/年）

❹放熱（6,251GJ/年）

排熱回収率（❶＋❷＋❸）（❶＋❷＋❸＋❹） 85.5％

ガスエンジン・
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東口西口

仙台駅各フロア

高架下事務所

南部事務所

エスパル仙台
ホテルメトロポリタン仙台

熱源設置位置
（仙台駅地下1階）
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